
別紙様式２号

整備事業
Ⅰ　産地競争力の強化・輸出拡大に向けた広域集荷環境の整備を目的とする取組用

（宮崎県　令和４年度）

メ
ニュー

①

メ
ニュー

②
事業内容 事業費

備
考

（円）

（工種、
施設区
分、構
造、規

格、能力
等）

交付金
都道府県費

市町村費 その他

川南
町

宮崎く
みあい
チキン
フーズ
(株)

鶏肉

受益農
家の出
荷羽数
の増加

受益農家
の出荷羽
数
1,556万羽

受益農家
の出荷羽
数
2,220万羽

受益農家
の出荷羽
数
2,337万羽

受益農家
の出荷羽
数
2,365万羽

受益農家
の出荷羽
数
2,088.5万
羽

151.9%

受益農家
の出荷羽
数が52％
増加し
た。

鶏肉

輸出向
け出荷
量の増
加

輸出向け
出荷量
0t

輸出向け
出荷量
13.75t

輸出向け
出荷量
9.78t

輸出向け
出荷量
28.79t

輸出向け
出荷量
60t

47.9%

輸出向け
に新たに
28.79t出
荷され
た。

食鳥処理
施設
（16,828
㎡×1棟
生産機器
一式
浄化処理
施設一
式）

10,522,278,000 4,549,288,000 0 0 5,972,990,000 R1.6.28

　受益農家の
出荷羽数につ
いては、工場
のライン稼働
時間の見直し
により、目標
を上回る結果
となった。
　輸出向け年
間出荷量につ
いては、11月
に宮崎県で発
生した鳥イン
フルエンザの
影響により約
３ヶ月間輸出
停止となり、
目標未達で
あった。

　受益農家の
出荷羽数につ
いては目標を
達成してお
り、一定の成
果が認められ
る。
　一方で、輸
出向け出荷量
については県
内での鳥イン
フルエンザ発
生による約
３ヶ月間の輸
出停止の影響
で11月21日以
降の輸出実績
がなかったた
め、目標未達
となった。

73.9%
総合
所見

 （注）１　別紙様式１号の２のⅠに準じて作成すること。

　　 　２　別添として、各事業実施主体が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

　　 　３　「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

　　 　４　「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

　 　　５　「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

都道府県平
均達成率

出荷羽数については目標を達成しており事業による一定の成果は認められるものの、輸出向け出荷量については、不測の事態により目標未達であり、引き続き達成状況についてフォローを行うものとする。

３年後
（令和4年

度）

目標値
（令和4
年）

都道府県の評
価

（対象
作物・
畜種等
名）①

計画時
（平成27
年度）

１年後
（令和2年

度）

２年後
（令和3年

度）

３年後
（令和4年

度）

成果目標
の具体的
な実績②

負担区分（円）

１年後
（令和2年

度）

２年後
（令和3年

度）

完了年月
日

事業実施主体
の評価

（対象
作物・
畜種等
名）②

計画時
（平成27
年度）

達成率

成果目
標の具
体的な
内容②

事業実施後の状況②

都道府県事業実施状況報告書及び評価報告書

市町
村名

事業実
施主体

名

成果目
標の具
体的な
内容①

事業実施後の状況①

成果目標
の具体的
な実績①

目標値
（令和4
年）

達成率


